
栃
幼
連
理
事
長
　石
嶋

　
　勇

令
和
三
年
度
を
振
り
返
っ
て

令
和
三
年
度
を
振
り
返
っ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世

界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
私
た
ち

の
社
会
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

一
〇
〇
年
に
一
度
と
言
わ
れ
て
い
る
ウ
イ

ル
ス
と
の
闘
い
。
そ
の
様
な
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
私
は
（
一
社
）
栃
木
県
幼
稚
園
連
合

会
五
月
通
常
総
会
に
臨
み
理
事
長
と
し
て

十
年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

延
期
に
な
っ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
感
染
症
蔓
延
防
止
対
策
と
し
て
無
観

客
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い

大
会
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
あ
り
ま
し
た

が
、
栃
幼
連
の
事
業
は
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

と
各
委
員
会
委
員
長
及
び
先
生
方
・
そ
れ

に
携
わ
る
す
べ
て
の
皆
様
の
献
身
的
な
努

力
と
創
意
工
夫
に
よ
り
会
場
参
加
及
び
リ

モ
ー
ト
参
加
い
ず
れ
か
を
選
択
出
来
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。栃

木
県
こ
ど
も
政
策
課
及
び
市
町
の
担

当
部
局
の
指
導
を
賜
り
事
業
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
研
修
な
ど

の
質
の
部
分
は
担
保
出
来
た
も
の
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
出
口
が
見
え
ず
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
は
払
拭
さ
れ

ず
経
済
に
も
大
き
く
影
響
し
て
お
り
ま

す
。
国
内
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ

れ
現
在
で
は
二
回
接
種
者
は
国
民
全
体
の

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
に
よ
り
感
染
者

が
再
び
急
増
。
そ
の
為
に
三
回
目
の
接
種

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
衆
議
院
総
選
挙
に

お
い
て
栃
幼
連
が
支
援
し
ま
し
た
候
補
者

全
員
が
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各
園
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
県
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策

の
推
進
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
等
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
教
育
・
保
育
の
現
場
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
が
続
き
ま

し
た
。
夏
場
の
感
染
拡
大
に
よ
り
再
度
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

感
染
し
に
く
い
と
さ
れ
て
い
た
園
児
の
感

染
や
教
育
・
保
育
施
設
に
お
け
る
ク
ラ
ス

タ
ー
も
散
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的

に
最
大
の
感
染
拡
大
と
な
っ
た
今
冬
の
第

六
波
で
は
、
教
育
・
保
育
施
設
の
休
校
・

休
園
が
社
会
問
題
と
な
り
、
代
替
保
育
の

あ
り
方
や
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の

策
定
等
の
課
題
が
顕
在
化
し
ま
し
た
。
二

年
以
上
も
の
長
期
に
わ
た
り
感
染
症
対
策

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、
教
育
・
保
育
の

現
場
の
皆
様
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
学
び
の
保
障
や
保
護
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
休
む
こ
と
な
く

職
責
を
果
た
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
県
で
は
「
と
ち
ぎ
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
プ
ラ
ン
（
二
期
計
画
）」
に
基

づ
き
、県
民
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、

育
て
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

令
和
四
年
度
か
ら
は
幼
稚
園
運
営
費
補

助
金
の
補
助
単
価
（
県
単
上
乗
せ
分
）
を

六
、〇
〇
〇
円
か
ら
八
、〇
〇
〇
円
に
増
額

す
る
ほ
か
、
引
き
続
き
子
育
て
世
帯
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
支
援
の

充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
町
と
の
連
携
は
も
と
よ

り
、
オ
ー
ル
栃
木
体
制
で
子
育
て
支
援
を

着
実
に
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
貴
連
合

会
及
び
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
の
皆
様

の
更
な
る
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
一
日
も
早
い
収
束
と
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
の
び
の
び
と
活
動
で
き
る
日
の
到

来
を
祈
念
し
、
令
和
三
年
度
の
振
り
返
り

と
い
た
し
ま
す
。

こ
ど
も
政
策
課
長

田
中
島  

浩
子

令
和
三
年
度
を

　
　
　
　振
り
返
っ
て

令
和
三
年
度
を

　
　
　
　振
り
返
っ
て
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令
和
三
年
八
月
十
八
日
～
二
十
日
に
か
け

て
実
施
す
る
予
定
だ
っ
た
県
大
会
・
分
科
会

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
一
部
を
除
く
分
科
会

は
延
期
と
な
っ
た
。十
五
の
分
科
会
の
う
ち
、

残
り
の
十
三
の
分
科
会
を
す
べ
て
リ
モ
ー
ト

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
に
よ
る
配
信
に
切
替
え
、
昨

年
の
十
月
か
ら
、
助
言
者
・
話
題
提
起
者
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
加
え
運
営
責
任
者
の

方
々
か
ら
の
ご
協
力
を
得
て
、
本
年
二
月
ま

で
に
無
事
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
多

く
の
方
々
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
号
で
は
残
り
の
分
科
会
の
模
様
を
ペ
ー
ジ

数
を
増
や
し
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

第
十
四
分
科
会

 

期　
日 　

　

令
和
四
年
一
月
十
一
日
㈫

 

テ
ー
マ 

「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し

い
姿
（
十
の
姿
）」を
踏
ま
え
た
保
育
実
践

 

助
言
者 

　

 

栃
木
県
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　

副
主
幹　

前
原　
由
紀 

先
生

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

認
定
こ
ど
も
園
呑
竜
幼
稚
園

　
　
　

教
頭　

大
島
絵
理
子 

先
生

 

話
題
提
起
者 

　

認
定
こ
ど
も
園
あ
か
み
幼
稚
園

保
育
指
導
主
任　

舘
野
ひ
ろ
み 

先
生

　

佐
野
み
の
り
幼
稚
園

教
諭　

青
木
江
梨
子 

先
生

栃
木
県
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会

分 
科 

会 

報 

告

第68回

　

第
十
四
分
科
会
で
は
、「
幼
児
期
の
終

わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
環
境
構
成
や
援
助
の
仕

方
、
日
々
の
保
育
の
中
の
「
小
さ
な
見
直

し
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
な
が
ら
考
察

を
深
め
た
。

　

話
題
提
起
者
の
舘
野
先
生
か
ら
は
『
５

歳
児
の
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
遊
び

か
ら
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て

ほ
し
い
姿
」
を
読
み
取
る
～ 

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ

ん
カ
エ
ル
を
跳
ば
そ
う
～
の
事
例
か
ら
』

と
題
し
た
話
題
提
起
が
あ
り
、
教
師
が
丁

寧
に
準
備
し
た
仕
掛
け
に
よ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
気
づ
き
や
工
夫
が
生
み
出
さ
れ

る
様
子
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

青
木
先
生
か
ら
は
『
活
動
「
水
族
館

を
作
ろ
う
」
に
見
ら
れ
る
幼
児
期
の
終

わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
』
と
題

し
て
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
園

児
の
成
長
と
と
も
に
、
次
々
と
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
活
動
の
面
白
さ
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

助
言
者
の
前
原

先
生
は
、
話
題

提
起
さ
れ
た
内
容

に
結
び
つ
け
な
が

ら
、「
幼
児
期
の

終
わ
り
ま
で
に

育
っ
て
ほ
し
い

姿
」
を
以
下
の
よ

う
に
振
り
返
っ

た
。

・
到
達
目
標
で
は
な
く
方
向
目
標
で
あ
る

こ
と
。

・
個
別
に
取
り
出
し
た
り
評
価
の
観
点
に

し
た
り
し
な
い
こ
と
。

・
全
て
の
子
ど
も
が
一
様
に
育
つ
も
の
で

は
な
い
こ
と
。

・
三
歳
、
四
歳
と
そ
の
時
期
に
ふ
さ
わ
し

い
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
。

・
十
の
姿
の
観
点
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
が
成
長
し
て
き
た
姿
を
、
し
っ
か
り

と
小
学
校
へ
と
伝
え
て
行
く
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
園
内
研
修
に
も
活
用
で
き
る

よ
う
な
「
十
の
姿
」
の
読
み
解
き
方
が
解

説
さ
れ
た
。

　

私
た
ち
が
日
々
行
な
っ
て
い
る
幼
児
の

見
守
り
や
、
育
ち
を
捉
え
る
際
の
観
点
に

つ
い
て
、
な
か
な
か
小
学
校
に
接
続
さ
れ

に
く
い
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
連
携
へ

の
提
案
も
行
わ
れ
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、
一
つ
の
活
動
の
中
に

も
、
個
々
の
あ
そ
び
の
中
に
も
十
の
姿
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
へ
の
気
づ
き
が
あ
っ

た
こ
と
や
、
い
か
に
小
学
校
に
伝
え
よ
う

か
と
い
う
新
た
な
課
題
を
抱
く
声
が
届
い

た
。第

九
分
科
会

 

期　
日 　

　

令
和
三
年
十
二
月
十
日
㈮

 

テ
ー
マ 

「
食
育 

～
園
で
で
き
る
こ
と
～
」

 

助
言
者 

　

宇
都
宮
文
星
短
期
大
学

教
授　

湯
澤　
敏
子 

先
生

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

認
定
こ
ど
も
園
鹿
沼
ひ
か
り
幼
稚
園

副
園
長　

齋
藤
久
美
子 

先
生

 

話
題
提
起
者 

　

晃
望
台
幼
稚
園教諭　

田
野
井 

綾
子 

先
生

　

認
定
こ
ど
も
園
鹿
沼
ひ
か
り
幼
稚
園

保
育
教
諭　

塚
原　
彩
未 

先
生

第
十
二
分
科
会

 

期　
日 　

　

令
和
三
年
十
二
月
十
八
日
㈯

 

テ
ー
マ 

「
明
日
か
ら
使
え
る
子
ど
も
を
惹
き
つ

け
る
遊
び
」

 

助
言
者 

　

認
定
こ
ど
も
園
す
み
れ
幼
稚
園

　
　
　

園
長　

岡
本　
純
世 

先
生

　

認
定
こ
ど
も
園
く
に
や
幼
稚
園

　
　
　

教
頭　

栗
原　
賢
臣 

先
生

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

晃
望
台
幼
稚
園

　
　

副
園
長　

青
栁　
貴
也 

先
生
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第
十
三
分
科
会

 

期　
日 　

　

令
和
四
年
一
月
十
八
日
㈫

 

テ
ー
マ 

「
乳
幼
児　

心
の
発
達
～
よ
り
よ
い
心

の
発
達
の
た
め
に
～
」

 

助
言
者 

　

白
百
合
女
子
大
学

　
　

准
教
授  

眞
榮
城 

和
美 

先
生

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

認
定
こ
ど
も
園
梅
ヶ
原
幼
稚
園

　
　

副
園
長　

花
岡　
宏
樹 

先
生

 

話
題
提
起
者 

　

認
定
こ
ど
も
園
愛
泉
幼
稚
園

　
　

  

保
育
教
諭　

星　
　
真
希 

先
生

　

認
定
こ
ど
も
園
の
ぶ
し
ま
幼
稚
園

保
育
教
諭　

戸
田　
実
季 

先
生

第
五
分
科
会

 

期　
日 　

　

令
和
四
年
一
月
十
九
日
㈬

 

テ
ー
マ 

「
特
別
支
援
教
育
の
理
解
～
基
礎
編
～
」

 

助
言
者 

　

宇
都
宮
共
和
大
学

　
　
　

教
授　

土
沢　
　
薫 

先
生

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

認
定
こ
ど
も
園
黒
羽
幼
稚
園　

　
　
　

園
長　

栗
田　
英
子 

先
生

 
話
題
提
起
者 

　

那
須
み
ふ
じ
幼
稚
園

　
　

  
主
任
教
諭　

上
吉
原
里
恵 

先
生

　

す
ぎ
の
こ
三
島
幼
稚
園 

教
諭　

竹
村
さ
や
か 

先
生

第
六
分
科
会

 

期　
日 　

　

令
和
四
年
一
月
十
九
日
㈬

 

テ
ー
マ 

「
人
と
関
わ
る
力
を
育
て
る 

～
友
達
に

親
し
み
、
一
緒
に
活
動
す
る
楽
し
さ
を

味
わ
う
た
め
に
～
」

 

助
言
者 

　

大
阪
総
合
保
育
大
学

　

 

特
任
教
授　

神
長
美
津
子 

先
生

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　
認
定
こ
ど
も
園
や
す
づ
か
幼
稚
園　

　
　

副
園
長　

大
久
保
智
子 

先
生

 

話
題
提
起
者 

　

認
定
こ
ど
も
園
ア
ル
ス
幼
稚
園

　
　

  

保
育
教
諭　

宇
賀　
　
望 

先
生

　

た
ち
ば
な
幼
稚
園

　

   

教
諭　

千
葉　
隆
宏 

先
生

第
十
五
分
科
会

 

期　
日 　

　

令
和
四
年
一
月
三
十
一
日
㈪

 
テ
ー
マ 

「
園
行
事
を
考
え
る
」

 

助
言
者 

　

玉
川
大
学  
教
授　

若
月
　
芳
浩 

先
生

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

認
定
こ
ど
も
園
今
市
中
央
幼
稚
園

理
事
長　

大
嶋　
　
裕 

先
生

第
一
分
科
会

 

期　
日 　

　

令
和
四
年
二
月
一
日
㈫

 

テ
ー
マ 

「
乳
幼
児
期
か
ら
の
人
権
教
育
を
考
え
る
」

 

助
言
者 

　

宇
都
宮
大
学
准
教
授　

艮  

香
織 

先
生

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

み
ふ
み
認
定
こ
ど
も
園

　
　

副
園
長　

石
戸
奈
緒
美 

先
生

 

話
題
提
起
者 

　

に
じ
い
ろ
ｉ 

ー 

Ｒ
ｕ  

田
中
一
歩 

先
生
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設
置
者
・
園
長
研
修
会

期
日　

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日
㈮

会
場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

　
　
　
　
（
天
平
の
間
）

参
加　

八
十
六
名

　
　
　
　
（
う
ち
リ
モ
ー
ト
参
加　

六
十
一
名
）

研
修
一

演
題 

「
指
導
監
査
等
の
結
果
概
要
に
つ 

　
　
　
い
て
」

講
師　

栃
木
県
保
健
福
祉
部
指
導
監
査
課

　
　
　
　

子
育
て
事
業
担
当

副
主
幹　

森
田
　
義
人 

氏

一　
指
導
監
査
等
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
ま
で

は
、
こ
ど
も
政
策
課
・

各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
監
査
を
担
当
し
て
い

た
が
、
令
和
二
年
度
か

ら
は
指
導
監
査
課
が
行

な
う
こ
と
と
な
っ
た
。

二　
主
な
指
摘
事
項
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
同
じ

よ
う
な
指
摘
事
項
が
目
立
っ
た
た
め
注
意
い
た

だ
き
た
い
と
助
言
が
な
さ
れ
た
。

①
園
児
の
健
康
診
断
、
職
員
の
健
康
診
断
に

お
い
て
未
実
施
の
項
目
が
あ
る
。
環
境
衛

生
検
査
に
お
い
て
、
実
施
し
て
い
な
い
、

未
実
施
の
項
目
が
あ
る

②
自
己
評
価
が
行
わ
れ
て
い
な
い
、
自
己
評

価
の
結
果
を
公
表
し
て
い
な
い

③
学
校
保
健
計
画
、
学
校
安
全
計
画
を
策
定

し
て
い
な
い

④
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
運
営
規
程
を

作
成
し
て
い
な
い
、
園
舎
に
関
す
る
変
更

届
出
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

　

各
指
摘
項
目
に
お
い
て
は
、
学
校
保
健
安
全

法
や
、
学
校
教
育
法
な
ど
の
法
律
に
お
い
て
定

め
ら
れ
て
い
る
。
法
令
順
守
が
叫
ば
れ
て
い
る

昨
今
に
お
い
て
、
法
令
違
反
と
な
ら
な
い
よ
う

に
日
頃
か
ら
注
意
し
て
運
営
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

三　
安
全
管
理
に
つ
い
て

　

重
大
事
故
が
発
生
し
や
す
い
場
面
ご
と
の
注

意
事
項
や
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
な

ど
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
園
生
活
を
送

る
た
め
に
も
、
設
置
者
の
責
務
と
し
て
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

　

最
近
の
事
案
と
し
て
は
、
送
迎
バ
ス
に
子
ど

も
が
取
り
残
さ
れ
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
事

件
や
、
不
審
者
の
侵
入
で
子
ど
も
た
ち
が
危
険

に
さ
ら
さ
れ
た
事
件
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
非
常
災
害
対
策
、
要
配
慮
者
利
用
施

設
に
お
け
る
避
難
体
制
等
に
つ
い
て
説
明
が
な

さ
れ
た
。
異
常
気
象
に
よ
る
川
の
増
水
、
地
震

な
ど
の
各
種
災
害
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
に
も
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
、
避
難
確
保
計
画
の
作
成
が
大
切
に
な
り
、

日
頃
か
ら
の
訓
練
が
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
く

る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

研
修
二

演
題 

「
栃
木
県
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業
に

　
　
　
つ
い
て
」

講
師　

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

堀
江
　
賢 

氏

　

は
じ
め
に
、
令
和

三
年
度
幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー
調
査
研
究
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
幼
稚

園
等
に
お
け
る
学
校

評
価
の
進
め
方
「
栃

木
県
の
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
学
校
評
価

に
関
す
る
実
態
調
査
」
を
も
と
に
、
学
校
評
価

の
実
施
率
、
自
己
評
価
は
八
十
八
％
、
学
校
関

係
者
評
価
は
五
十
五
％
、
第
三
者
評
価
は
四
％

で
あ
っ
た
。

　

学
校
評
価
は
効
果
が
あ
る
と
の
認
識
が
自
己

評
価
、
学
校
関
係
者
評
価
と
も
に
九
十
％
を
上

回
り
、
園
の
課
題
の
共

有
、
教
職
員
の
参
画
意

識
の
向
上
、
保
育
内
容

の
充
実
、
教
職
員
の
連

携
協
力
に
役
立
つ
結
果

が
示
さ
れ
た
。

　

自
己
評
価
の
現
状
、

何
を
も
と
に
実
施
し
て

い
ま
す
か
で
は
、
教
職

員
に
よ
る
評
価
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
等
が
一
番
多
く
、
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
る
か
で
は
、
職
員
会
議
等
で
改
善
の
手

立
て
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
設
け
た
が
最

多
で
あ
っ
た
。

　

学
校
関
係
者
評
価
の
現
状
、
何
を
も
と
に
実

施
し
て
い
ま
す
か
で
は
、
園
行
事
や
保
育
の
参

観
の
機
会
に
行
う
が
一
番
多
く
、
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
ま
す
か
で
は
、
改
善
の
た
め
の
具

体
的
な
取
り
組
み
に
生
か
し
た
が
最
多
と
な
っ

た
。

　

学
校
評
価
の
課
題
・
困
難
さ
に
つ
い
て
は
、

自
己
評
価
の
場
合
、
評
価
項
目
の
立
て
方
、
重

点
項
目
の
立
て
方
に
難
し
さ
を
感
じ
、
学
校
関

係
者
評
価
で
は
、
評
価
項
目
や
評
価
指
標
の
設

定
、
評
価
委
員
の
選
定
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

　

学
校
評
価
の
全
体
像
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
に
年
度
末
に
Ｑ
＆
Ａ
を
配
布
す
る
と
の
報
告

が
あ
る
。

　

令
和
四
年
度　

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
に

つ
い
て
は
、
次
の
三
つ
の
項
目
に
分
け
て
紹
介

さ
れ
た
。

一
、
幼
少
連
携
に
関
す
る
研
修

合
同
研
修

幼
・
こ
・
保
は
年
長
児
担
当
者
、
小
学

校
は
学
年
を
問
わ
ず
各
学
校
一
名
、
令

和
四
年
度
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施

幼
小
接
続
推
進
者
研
修

市
町
教
育
委
員
会
、
保
育
主
管
課
よ
り

選
定
さ
れ
た
幼
・
こ
・
保
・
小
の
教
職

員
が
受
講

　
教
育
課
程
研
究
集
会
（
幼
児
教
育
）

三
日
間
の
研
修
で
、
幼
稚
園
等
の
教
育

課
程
の
編
成
及
び
実
施
に
伴
う
指
導
上

の
諸
課
題
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
。
主
任
級
の
先
生
を
養
成
す
る
場
と

し
て
も
活
用
で
き
る
。

二
、
ス
キ
ル
等
に
関
す
る
研
修

　

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
【
〇
・
五
日
】

幼
児
教
育
の
原
理
や
内
容
つ
い
て
の
理
解

　

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
【
〇
・
五
日
】

幼
児
教
育
の
今
日
的
課
題
を
分
析
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
生
か
す

　

幼
児
期
の
特
別
支
援
教
育
研
修
【
二
日
】

障
害
の
あ
る
子
ど
も
な
ど
の
保
育
の
在
り

方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
指
導
力
の
向

上
を
図
る

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
【
一
日
】

幼
児
期
の
個
別
の
指
導
計
画
の
在
り
方
に

つ
い
て
理
解
し
、
計
画
の
作
成
力
と
活
用

力
の
向
上
を
図
る

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
【
一
日
】

幼
児
理
解
に
基
づ
く
評
価
の
在
り
方
と
要

録
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し
、
幼
児
の
発

達
と
学
び
を
つ
な
ぐ
要
録
を
作
成
す
る
力

の
向
上
を
図
る

三
、
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
研
修

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
等
研
修【
九
日（
集
合

研
修
）】

教
諭
・
保
育
教
諭
と
し
て
の
職
務
の
遂
行

に
必
要
な
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
研
修

を
行
い
、
実
践
的
指
導
力
及
び
使
命
感

等
、
幅
広
い
見
識
を
養
う

　

幼
稚
園
等
教
職
五
年
目
研
修【
二・五
日
】

教
職
五
年
目
の
段
階
に
即
応
し
た
教
員
に

関
す
る
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
、
組
織

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
保
育
の
実
践
的

指
導
力
の
向
上
を
図
る

　
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修【
六
日
】

幼
稚
園
等
に
お
け
る
教
育
に
関
し
相
当
の

経
験
を
有
し
、
そ
の
教
育
活
動
そ
の
他
の

学
校
運
営
の
円
滑
か
つ
効
果
的
な
実
施
に

お
い
て
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
中
堅
教
諭
等
と
し
て
の
職
務

を
遂
行
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
資
質
の

向
上
を
図
る
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研
修
三

演
題 
「
出
会
い
の
人
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

講
師　

弁
護
士 　
　
　
　

 　

菊
地　
幸
夫 

氏

●
話
の
は
じ
め
は
！

　

「
大
学
の
一
・
二
年

は
教
職
を
と
っ
て
い
ま

し
た
」
「
も
し
か
し
た

ら
皆
様
と
同
じ
だ
っ
た

か
も
」

　

た
だ
、
法
学
部
と
い

う
こ
と
で
、
３
年
か
ら

は
流
れ
に
乗
っ
て
法
律
関
係
の
道
に
進
ん
だ
こ

と
が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

●
現
役
の
弁
護
士
で
す
！

　

・
ち
ゃ
ん
と
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
、
日
々
裁
判
に
も
関
わ
っ
て
い
る

「
現
役
の
弁
護
士
で
す
」
と
い
う
言
葉
に
、
改

め
て
襟
を
正
し
て
聴
き
直
し
た
。

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
監
督
で
す
。

・
他
か
ら
見
れ
ば
行
儀
が
悪
い
チ
ー
ム
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
が
オ
ン
だ
と
す
れ

ば
、
週
末
は
電
源
オ
フ
で
、
週
一
回
の
チ
ー

ム
の
練
習
に
楽
し
く
汗
を
流
す
と
い
う
流
れ
を

二
十
年
ほ
ど
続
け
て
い
る
。

　

時
に
は
、
他
の
チ
ー
ム
を
見
る
こ
と
で
、
指

導
者
の
あ
り
方
や
練
習
の
や
り
方
に
つ
い
て
考

え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
が
、
チ
ー
ム
の
子
ど

も
た
ち
は
、
自
分
の
思
い
を
き
ち
ん
と
伝
え
な

が
ら
、
次
へ
の
期
待
感
で
過
ご
し
て
い
る
。

●
司
法
修
習
生
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

「
今
の
学
生
は
！
」
と
言
っ
て
は
い
け
な
い

が
、
問
題
と
答
え
し
か
興
味
の
な
い
学
生
が
多

い
。
途
中
の
プ
ロ
セ
ス
に
興
味
が
な
い
た
め
、

考
え
て
答
え
を
出
そ
う
と
し
な
い
。

　

社
会
人
に
な
っ
た
ら
「
荒
波
も
自
分
で
考
え

乗
り
越
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
」
の

に
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
よ
う
だ
。

●
子
育
て
方
法
の
大
転
換
が
あ
り
ま
し
た
。

・
お
嬢
さ
ん
の
部
屋
に
入
っ
て
い
る
ん
で
す

か
？
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
で
す

　

自
分
の
父
親
は
と
て
も
厳
し
か
っ
た
。
時
に

は
嫌
な
思
い
も
し
た
が
、
そ
の
育
て
方
に
疑
問

は
な
か
っ
た
し
、
自
分
が
親
に
な
っ
て
も
同
じ

よ
う
に
厳
し
く
し
つ
け
て
い
た
。
た
だ
う
ま
く

い
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

宴
会
の
席
で
、
子
育
て
に
つ
い
て
愚
痴
る
機

会
が
あ
っ
た
時
に
秘
書
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
で

気
が
つ
い
た
。
「
何
を
し
て
い
た
ん
だ
。
自
分

の
子
ど
も
と
い
え
ど
一
人
の
人
間
だ
。
こ
れ
で

は
い
け
な
い
。
」

　

無
理
を
言
わ
な
く
な
っ
た
。
自
分
の
こ
と
だ

け
し
っ
か
り
と
し
た
姿
を
見
せ
た
。

　

自
分
の
対
応
が
変
わ
っ
た
時
、
子
ど
も
た
ち

の
動
き
方
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
今
ま
で
避
け

ら
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
の
に
、
子
ど
も
達
か
ら

近
づ
い
て
き
た
。
自
分
の
背
中
を
見
て
く
れ
た

よ
う
だ
。
そ
の
関
係
は
今
も
続
い
て
い
る
。

●
改
め
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
話

・
教
え
方
＝
ポ
ケ
ッ
ト
＝
を
増
や
す
こ
と

は
、
自
分
の
成
長
に
も
繋
が
る
。

・
指
導
者
の
言
葉
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

指
導
を
受
け
る
本
人
が
理
解
で
き
る
言
葉

を
与
え
ら
れ
る
か
が
重
要
！

　

自
分
自
身
が
走
り
方
の
指
導
を
受
け
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
あ
る
コ
ー
チ
の
感
覚
的

な
言
葉
（
抽
象
的
？
）
で
は
理
解
で
き
な
か
っ

た
が
、
別
の
コ
ー
チ
の
自
分
の
身
に
置
き
換

え
ら
れ
る
わ
か
り
や
す
い
言
葉
（
具
体
的
？
）

を
も
ら
っ
た
時
に
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
場
合
に
も
精
神
論
の
よ

う
な
言
葉
で
、
そ
の
子
ど
も
に
考
え
さ
せ
る
機

会
を
作
ら
ず
に
返
事
だ
け
を
強
要
し
て
い
て

は
、
伸
び
る
も
の
も
伸
び
な
い
と
思
っ
て
い

る
。※

実
は
全
日
本
〇
〇
協
会
で
、
苦
情
処
理
の

立
場
に
も
あ
る
。

　

少
な
く
と
も
自
分
の
チ
ー
ム
の
子
は
そ
れ

ぞ
れ
に
考
え
て
言
葉
を
発
し
、
内
容
を
理
解

し
て
次
に
進
ん
で
い
る
た
め
、
誰
も
が
自
主

的
に
練
習
に
参
加
し
楽
し
ん
で
い
る
と
自
負

し
て
い
る
。

　

言
葉
で
「
何
か
」
を
飲
み
込
ま
せ
る
の
は
と

て
も
難
し
い
。
言
葉
を
並
べ
れ
ば
い
い
わ
け
で

も
な
く
、
伝
え
方
に
工
夫
が
必
要
で
、
そ
の
工

夫
で
よ
り
伝
わ
る
し
、
伝
え
た
自
分
も
変
わ
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん
な
出
会
い
が
た
く
さ
ん

経
験
で
き
れ
ば
い
い
。

　

実
は
明
日
の
練
習
で
新
し
く
参
加
す
る
子
が

い
る
（
は
ず
！
）
。
ま
た
新
し
い
出
会
い
を
大

切
に
し
た
い
。

　
皆
様
方
も

　
　
未
来
を
背
負
っ
て
立
つ
子
ど
も
た
ち
と

    

ま
す
ま
す
楽
し
く
過
ご
し
て
下
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
に
も
出
て
い
る
有
名
人
と
い

う
一
方
で
、
マ
ラ
ソ
ン
や
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
で
も
度
々
映
像
で
お
見
か
け
す
る
方
が
お

話
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
内

容
が
堅
い
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
柔
和
な
感

じ
な
の
か
と
興
味
を
持
っ
て
い
た
が
、
実
際
の

話
は
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
か
つ
身
近
な
も
の

で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
半
だ
っ
た
。
実

は
法
律
の
話
も
た
く
さ
ん
出
て
く
る
の
か
と
構

え
た
部
分
も
あ
っ
た
た
め
、
や
や
拍
子
抜
け
と

い
っ
た
感
じ
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
演
題

か
ら
考
え
れ
ば
、
至
極
当
然
の
話
の
流
れ
で
、

改
め
て
納
得
！
と
舌
を
巻
く
ほ
ど
で
あ
る
。

　

人
と
し
て
、
親
と
し
て
参
考
に
な
る
部
分
が

多
く
、
ご
本
人
は
あ
ま
り
主
張
は
し
て
い
な

い
が
、
教
職
を
取
ろ
う
と
し
た
経
緯
か
ら
か
、

「
指
導
」
と
い
っ
た
面
か
ら
も
、
保
育
に
関
わ

る
身
と
し
て
参
考
に
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た
た

め
、
最
後
に
伝
え
て
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
大
切
に
し
、
ぜ
ひ
「
今
後
の
日
々
の
出
会

い
」
に
も
関
わ
り
方
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
も

の
で
あ
る
。

令
和
三
年
度
　
第
三
回
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　

令
和
三
年
十
二
月
十
五
日
㈬

会
場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

　
　
　
　

（
天
平
の
間
）

参
加　

百
三
名

テ
ー
マ　

幼
小
連
携
「
年
長
さ
ん
て
、
ど
う

　
　
　
　

 
や
っ
て
一
年
生
に
な
る
の
」

講
師　

栃
木
県
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

　

副
主
幹　

前
原
由
紀 

氏

　
　
　
　

栃
木
県
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

　

指
導
主
事　

天
川
有
紀 

氏

　

年
の
瀬
も
迫
る
十
二
月
半
ば
、
第
三

回
セ
オ
リ
ー
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
教
育
研
究
委
員
の
一
つ
の
疑
問
と
し

て
、
小
学
校
と
の
接
続
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
と
い
う
テ
ー
マ
か

ら
本
研
修
が
設
け
ら

れ
た
。
講
師
に
は
栃

木
県
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
の
お
二
方
を
招

き
、
話
を
聞
い
た
。

　

ま
ず
は
、
小
学
校

で
の
教
員
の
経
験
も

あ
る
、
指
導
主
事
の

天
川
氏
。
前
置
き
と

し
て
、
市
町
に
よ
っ
て
対
応
や
実
施
内
容
に
違

い
が
あ
る
も
の
の
、
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
、

園
と
小
学
校
と
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
基
礎
と
し

て
、
教
育
・
保
育
要
領
等
の
幼
児
期
の
学
び
か

ら
小
学
校
へ
向
け
て
育
っ
て
ほ
し
い
姿
と
は
何

か
を
、
小
学
校
か
ら
の
目
線
も
含
め
改
め
て
示

し
、
そ
の
上
で
園
生
活
で
培
わ
れ
る
も
の
が
小

学
校
で
は
ど
う
繋
が
っ
て
い
く
か
を
話
し
て
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
は
、
要
録
等
で
引
き
継
が
れ

る
小
学
校
の
教
員
で
な
く
て
は
分
か
ら
な
い
こ

と
で
あ
り
、
特
に
年
長
の
先
生
方
が
気
に
な
る

点
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
引
き
継
ぎ
に
お
い

て
は
、
就
学
時
健
診
や
就
学
先
の
決
定
等
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
各
市
町
の

教
育
委
員
会
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

れ
も
や
は
り
園
か
ら
は
分
か
ら
な
い
こ
と
の

一
つ
だ
。
天
川
氏
は
自
身
の
市
町
の
例
を
参

考
に
、
一
連
の
流
れ

を
語
っ
て
く
れ
た
。

保
護
者
か
ら
就
学
先

の
変
更
を
聞
く
こ
と

も
あ
る
が
、
得
心
の

い
っ
た
先
生
も
い
た

で
あ
ろ
う
。
最
後

に
、
就
学
後
の
子
ど

も
達
が
遭
遇
す
る
、

園
と
学
校
で
の
学
び
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の
違
い
か
ら
生
じ
る
「
段
差
」
を
い
か
に
小
さ

く
す
る
か
は
、
園
か
ら
学
校
へ
の
教
育
に
対
し

て
連
続
性
・
一
貫
性
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
そ
の
尊
重
す
べ
き
違
い
を
踏
ま
え
て
保
育

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
締
め
く
く
ら

れ
た
。

　

代
わ
っ
て
前
川
氏
か
ら
は
辛
辣
な
話
が
。
園

の
保
育
は
少
々
画
一
的
、
受
動
的
で
は
な
い
か

と
い
う
。
折
し
も
発
表
会
の
時
期
、
教
え
込
む

保
育
を
し
て
い
な
い
か
と
。
実
際
、
教
え
ら
れ

て
覚
え
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
中
で
も

主
体
性
の
あ
る
保
育

を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
話
す
。
教

育
・
保
育
要
領
は
も

と
よ
り
、
小
学
校
学

習
指
導
要
領
に
も
主

体
的
な
学
び
が
大
切

と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
学
び
は
小
学
校
の
先
、
中

学
、
高
校
と
続
く
こ
と
で
あ
り
、
幼
児
期
か
ら

の
主
体
的
な
学
び
を
実
践
し
て
ほ
し
い
と
説

き
、
終
了
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
、
保

育
の
質
も
大
切
だ
が
、
そ
の
保
育
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
、
自
ら
主
体
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育

て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
小
学
校
と

の
接
続
と
い
う
観
点
か
ら
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る

研
修
と
な
っ
た
。

第
二
回
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期
日　

令
和
四
年
一
月
十
二
日
㈬

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

九
十
七
名

テ
ー
マ  

「
楽
し
い
運
動
遊
び 

～
み
ん
な
で

楽
し
く
体
力
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
～
」

講
師　

宇
都
宮
共
和
大
学
こ
ど
も
生
活
学
部

学
部
長
・
教
授　

河
田　
隆 

先
生

　

司
会
者
か
ら
講
師
の
紹
介
が
あ
り
、

研
修
が
始
ま
っ
た
。

　

現
代
社
会
の
子
ど

も
は
、
運
動
を
す
る

機
会
が
減
少
し
た
こ

と
に
よ
り
、
体
力
・

運
動
能
力
の
向
上
が

阻
害
さ
れ
、
様
々
な

問
題
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
主
体
的
に
体
を

動
か
す
遊
び
を
中
心
と
し
た
身
体
活
動
を
幼
児

期
か
ら
生
活
全
体
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
体
育
と
い
う
と
難
し
く
考

え
が
ち
だ
が
、
体
育
と
ス
ポ
ー
ツ
は
別
物
で
あ

り
、
体
育
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
「
身
体
活

動
遊
び
」
で
あ
り
、
身
近
な
も
の
と
と
ら
え
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
。

　

体
操
と
は
、
「
か
ら
だ
を
あ
や
つ
る
」
と
書

く
が
、
私
た
ち
は
「
体
操
」
と
聞
く
と
、
ラ

ジ
オ
体
操
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
体
操
競
技
を
思

い
う
か
べ
る
、
し
か
し
、
そ
れ
は
体
操
領
域
の

一
部
で
あ
り
、
体
操
と
は
、
私
た
ち
が
ひ
と
り

一
人
の
日
常
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
運
動

で
、
体
を
思
う
よ
う
に
操
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
は
、
よ
く
動
け
る
体
を
持
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
貴
重

な
財
産
と
な
る
。

　

正
し
い
姿
勢
は
す
べ
て
の
生
活
の
中
で
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
立
位
姿
勢
・
座

位
姿
勢
・
臥
位
姿
勢
だ
が
、
こ
れ
を
良
く
身
に

つ
け
ら
れ
る
の
が
ラ
ジ
オ
体
操
と
の
こ
と
で
、

参
加
者
全
員
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
は
姿
勢
を
保
つ
訓
練
に
は
良
い

が
楽
し
く
な
い
。
そ

れ
で
、
音
楽
を
取
り

入
れ
た
楽
し
い
リ
ズ

ム
体
操
（
駆
け
足
体

操
）
を
行
っ
た
。
続

い
て
、
体
操
は
ダ
ン

ス
と
違
っ
て
可
動
範

囲
が
広
く
、
元
気
よ

く
行
う
も
の
で
あ
る

と
の
こ
と
か
ら
、
ダ

ン
ス
に
体
操
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
し

て
、
動
物
の
ま
ね
（
模
倣
）
を
す
る
体
操
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
。

　

子
ど
も
に
は
筋
力
を
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

調
整
力
（
敏
捷
性
・
平
均
性
・
巧
緻
性
）
を
つ

け
る
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
が
身
に

付
く
運
動
遊
び
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
遊
び
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
、
後
半
が
始
ま
っ
た
。

　

楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に
は
工
夫
が
必
要
で
あ
る

が
、
よ
り
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に
は
一
人
よ
り
二

人
の
方
が
楽
し
い
の
で
、
二
人
一
組
に
な
っ
て

の
運
動
遊
び
を
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
楽
し
く
盛

り
上
が
っ
た
。
運
動
に
限
ら
ず
、
出
来
る
こ
と

は
良
い
こ
と
だ
が
、
出
来
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
多
い
の
で
、
そ
こ
を
保
育
者
が
い

か
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
か
が
大
切
だ
と
教
え
て
い

た
だ
い
た
。
最
後
に
、
道
具
を
使
う
と
楽
し
さ

が
増
す
新
聞
紙
を
使
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
運
動
遊

び
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

運
動
遊
び
で
大
切
な
の
は
、
姿
勢
と
正
確
な

動
き
で
あ
り
、
ダ
ン
ス
と
違
う
の
は
、
表
現
す

る
と
い
う
よ
り
は
、
体
を
展
開
さ
せ
動
か
す
、

き
ち
ん
と
伸
ば
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
の
こ

と
だ
。

　

運
動
遊
び
の
基
本
と
、
よ
り
楽
し
く
行
う
方

法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修

と
な
っ
た
。

資
質
向
上
研
修
⑤

期
日　

令
和
四
年
一
月
二
十
日
㈭

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
）

参
加　

八
十
八
名

　
　
　
　
（
う
ち
リ
モ
ー
ト
参
加　

八
十
三
名
）

内
容　
「
幼
少
接
続
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

見
直
す
～
幼
児
期
の
学
び
を
小
学

校
教
育
に
生
か
す
た
め
に
～
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

栃
木
県
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

副
主
幹　

高
根
沢
伸
友 

氏

発
表
者
　

　

鹿
沼
市
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課

副
主
幹
・
指
導
主
事　

吉
江　
紫 

氏

　

認
定
こ
ど
も
園
仁
神
堂
幼
稚
園

主
幹
教
諭　

守
屋
和
美 

氏

指
導
助
言
者

   

栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局
上
都
賀
教
育
事
務
所

学
校
支
援
課　

副
主
幹　

増
田
美
紀
子 

氏

　

文
部
科
学
省
の
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
幼
児
と
児
童
の
交
流
活
動
や
幼
小

の
教
職
員
の
意
見
交

換
等
の
取
組
は
あ
る

程
度
実
施
さ
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
ほ
と

ん
ど
の
地
方
公
共
団

体
で
幼
小
接
続
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
地
方
公
共

団
体
や
各
学
校
・
施

設
（
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
と
小

学
校
）
の
幼
小
接
続
の
た
め
の
取
組
は
十
分
に

実
施
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る

と
い
う
。
そ
の
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
と
し

て
は
、「
接
続
関
係
を
具
体
的
に
す
る
こ
と
が

難
し
い
」、「
幼
小
の
教
育
の
違
い
に
つ
い
て
十

分
に
理
解
・
意
識
し
て
い
な
い
」、「
接
続
し
た

教
育
課
程
の
編
成
に
積
極
的
で
は
な
い
」
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
幼
児
期
は
、
遊
び
を
通
し
て
総
合
的

に
学
ん
で
い
き
、
時
間
の
区
切
り
が
緩
や
か

な
生
活
を
送
る
が
、
小
学
校
は
各
教
科
等
の
学

習
内
容
を
系
統
的
に
学
ん
で
い
き
、
時
間
で
区

切
ら
れ
た
生
活
を
送
る
。
こ
の
就
学
を
境
に
し

た
子
ど
も
の
状
況
を
捉
え
、
円
滑
な
小
学
校
生

活
に
移
行
で
き
る
よ

う
合
科
的
・
関
連
的

な
指
導
や
弾
力
的
な

時
間
割
の
設
定
を
行

う
工
夫
が
ス
タ
ー
ト

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ

る
。

　

ス
タ
ー
ト
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
、
国
が

一
律
に
示
し
て
い
る
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も
の
で
は
な
く
、
各
小
学
校
が
編
成
す
る
も
の

で
あ
る
。
編
成
す
る
に
あ
た
っ
て
大
切
な
こ
と

は
、
幼
児
期
の
教
育
と
小
学
校
教
育
を
接
続
す

る
に
当
た
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
他
方
に
合
わ

せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
の
段
階

を
踏
ま
え
て
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

に
お
い
て
も
幼
小
接
続
を
見
据
え
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
編
成
や
見
直
し
は
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
園
は
決
し
て
多
く

な
い
と
い
う
。

　

そ
こ
で
鹿
沼
市
で
は
「
幼
小
ジ
ョ
イ
ン
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
モ
デ
ル
校
と
し

て
鹿
沼
市
立
菊
沢
東
小
学
校
と
認
定
こ
ど
も
園

仁
神
堂
幼
稚
園
が
取
組
み
実
践
を
発
表
し
て
い

る
。

　

鹿
沼
市
で
は
、
す
べ
て
の
小
学
校
に
お
い
て

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
編
成
さ
れ
て
い

る
が
、
形
骸
化
し
て
い
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る

と
い
う
。
そ
こ
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し

て
、
市
内
全
小
学
校
の
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
両
方
の
視
点

で
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
「
子
ど
も
観
」
「
教

育
観
」
の
相
互
理
解
を
深
め
、
教
育
・
保
育
の

質
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
は
、
小
学
校

へ
の
期
待
感
・
安
心
感
・
憧
れ
の
気
持
ち
・

親
近
感
・
新
し
い
環
境
の
中
で
も
困
り
感
な
く

で
き
る
、
そ
の
子
な
り
の
自
己
発
揮
・
子
ど
も

達
へ
の
見
方
の
意
識
の
変
化
・
感
覚
的
だ
っ
た

も
の
が
具
体
的
実
践
的
に
な
っ
た
・
ス
タ
ー
ト

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
の
視
点
が
明
ら
か
に

な
っ
た
等
と
、
よ
り
良
い
幼
小
接
続
に
繋
が
っ

た
。

　

文
部
科
学
省
の
調
査
結
果
の
よ
う
に
、
幼
小

接
続
の
重
要
性
と
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組

み
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
園
や
自
治
体
は
少
な

く
な
い
だ
ろ
う
。
幼
児
期
の
学
び
を
小
学
校
教

育
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
事
者
意

識
を
持
っ
て
幼
小
接
続
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

第
三
回
　
〇
・
一
・
二
歳
児
研
修

期
日　

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日
㈮

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ（
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
二
名

　
　
　
　
（
う
ち
リ
モ
ー
ト
参
加　

九
十
七
名
）

テ
ー
マ  「
〇
・
一
・
二
歳
児
の
保
護
者
支
援
」

講
師　

恵
泉
女
学
園
大
学
人
間
社
会
学
部

准
教
授　

丸
橋
亮
子 

先
生

　

今
回
の
研
修
で
は
、
保
護
者
と
の
連

携
・
日
々
の
具
体
的
な
支
援
に
つ
い
て

（
連
絡
帳
、
面
談
、
相

談
な
ど
）・
保
護
者
を

支
え
る
保
育
者
の
役

割
を
学
ん
だ
。
保
護

者
と
の
共
感 

保
育
教

諭
等
が
保
護
者
と
の

連
携
や
交
流
を
通
し

て
、
子
ど
も
へ
の
愛
情 

や
成
長
を
喜
ぶ
気
持
ち
を
共
感
し
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
保
護
者
は
子
育
て
へ
の
意
欲
や
自
信

を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
園
児
の
保
護

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、

地
域
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
の
場
に
お
い
て

も
、
子
育
て
に
不
安
や
負
担
感
を
感
じ
て
い
る

保
護
者
が
、
子
ど
も
の
成
長
す
る
姿
に
心
動
か

し
、
成
長
を
喜
ぶ
中
で
、
子
育
て
を
楽
し
い
と

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
や
保
育
教
諭
等
の
働
き
掛
け
、
環
境

づ
く
り
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
子
育
て
の
支
援

の
取
組
と
し
て
、
子
ど
も
の
利
益
を
最
優
先
と

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
子
ど
も
の
育
ち
を

家
庭
と
連
携
し
て
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
保
護

者
及
び
地
域
が
有
す
る
子
育
て
を
自
ら
実
践
す

る
力
の
向
上
や
教
育

及
び
保
育
の
基
本
及

び
目
標
、
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
を
踏
ま

え
、 

子
ど
も
の
存
在
そ

の
も
の
を
尊
重
し
、
子

ど
も
の
立
場
に
立
っ

た
支
援 

・
保
護
者
と

子
ど
も
と
の
安
定
し

た
関
係
や
保
護
者
の
養
育
力
の
向
上
に
寄
与
す

る
た
め 

子
ど
も
と
保
護
者
と
の
関
係
、
保
護

者
同
士
の
関
係
、 

地
域
と
子
ど
も
や
保
護
者
と

の
関
係
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
の
関
係
性
を
高
め

る
・
教
育
及
び
保
育
の
内
容
と
有
機
的
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む
事
が
重
要
で
あ
る
。

　

以
下
、
子
育
て
の
支
援
全
般
に
関
わ
る
事
項

と
し
て
、

一　

保
護
者
に
対
す
る
子
育
て
の
支
援
を
行
う

際
に
は
、
各
地
域
や
家
庭
の
実
態
等
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
気
持
ち
を
受
け

止
め
、
相
互
の
信
頼
関
係
を
基
本
に
、
保
護

者
の
自
己
決
定
を
尊
重
す
る
こ
と
。 

二　

教
育
及
び
保
育
並
び
に
子
育
て
の
支
援
に

関
す
る
知
識
や
技
術
な
ど
、
保
育
教
諭
等
の

専
門
性
や
、
園
児
が
常
に
存
在
す
る
環
境
な

ど
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
特
性
を

生
か
し
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
成
長
に
気
付

き
子
育
て
の
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
る
こ
と
。

三　

保
護
者
に
対
す
る
子
育
て
の
支
援
に
お
け

る
地
域
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携
及
び
協
働

を
図
り
、
園
全
体
の
体
制
構
築
に
努
め
る
こ

と
。 

四　

子
ど
も
の
利
益
に
反
し
な
い
限
り
に
お
い

て
、
保
護
者
や
子
ど
も
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

保
護
し
、
知
り
得
た
事
柄
の
秘
密
を
保
持
す

る
こ
と
。

　

以
上
の
よ
う
に
多
様
な
人
と
出
会
う
園
で
の

支
援
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
に
な

る
よ
う
、
保
護
者
と
の
関
わ
り
や
支
援
の
重
要

性
を
再
確
認
し
た
研
修
で
あ
っ
た
。

設
置
者
・
園
長
経
営
研
修
会

期
日　

令
和
四
年
二
月
十
七
日
㈭

会
場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ（
桜
の
間
）

参
加　

五
十
二
名

　
　
　
　

（
う
ち
リ
モ
ー
ト
参
加　

四
十
名
）

テ
ー
マ　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

講
師
　
宇
都
宮
市
総
合
政
策
部
政
策
審
議
室

　
　
　
　

 

計
画
行
政
グ
ル
ー
プ

主
事　

吉
田
英
里
子 

氏

　

本
日
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
く
の
だ
が
、
最
初
に
宇
都
宮

市
が
ど
の
よ
う
な
街
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
を
説
明
頂
い
た
。

　

宇
都
宮
市
は
、
都
市

か
ら
も
適
度
な
距
離
に

あ
り
交
通
の
便
、
立
地

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。

他
の
都
市
と
同
様
、
少

子
高
齢
化
は
進
ん
で
お

り
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
宇
都
宮

市
で
は
第
六
次
宇
都
宮
市
総
合
計
画
と
し
て
、

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
未
来
を
見
据
え
た
街
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
社
会
、
経
済
、
環
境

が
融
合
し
た
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
街
づ
く
り

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

も
貢
献
す
る
。
持
続
可
能
な
街
づ
く
り
と
し

て
、
自
家
用
車
に
頼
ら
ず
公
共
交
通
の
充
実
を

図
り
、
誰
も
が
生
活
し
や
す
い
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
目
指
す
。
小
売
り
電
気
事
業
に
よ
る
収

益
に
よ
っ
て
、
市
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
の
拡
大
な
ど
、
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る

地
域
還
元
事
業
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
市
民
、

企
業
と
と
も
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
啓
発
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
後
、
そ
も
そ
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
で
お
話
い

た
だ
い
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
は
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標
、
簡
単
に

言
う
と
ず
っ
と
地
球
に

住
み
続
け
ら
れ
る
た

め
の
世
界
み
ん
な
の
目
標
。
具
体
的
に
は
、
環

境
、
社
会
、
経
済
を
世
界
中
の
人
々
が
協
力
、

助
け
合
っ
て
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
々
が
今
の
生
活
を
す
る

た
め
に
は
、
地
球
の
資
源
が
不
足
し
て
し
ま
う

か
ら
だ
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、他
人
ご
と
で
は
な
く
、我
々

一
人
一
人
が
考
え
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
で
あ
る
。
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令和４年度私立幼稚園関係予算案 （単位：千円）

事 　 業 　 名 概 　 要令和４年度
予算額（案）

令和３年度
予　算　額

振興委員長　富川 将

令和４年度予算案の内容について
令和４年度に向け、栃幼連として要望した６項目については前号でお知らせ致しました。中でも今回強くお願いをした１の幼稚園運営費補助金につい

て、園児１人当たりの県単補助２千円アップと言う結果を得る事が出来ました。コロナ禍によって経済活動が停滞し、県の税収が大きく落ち込む中、例
え１項目であっても増額の要望が叶った事は、大きな喜びであります。
平成25年に4800円にまで下がった県単補助ですが、令和元年に６千円へ回復し、３年を経て今回８千円となりました。他県、特に北関東近隣の群馬

県14500円、茨城県12780円と比べるとまだまだ伸び代を残した水準ではありますが、ともあれ増額が叶った事実を素直に喜びたいと思います。業種を
問わず様々な分野で補助金が厳しく見直されている中で、異例とも言える増額。この快挙にたどり着くまでの決して平坦ではない道のりを、粘り強く柔
軟に対応する執行部の並々ならぬ熱意と手腕に只々敬服するばかりです。
今回も各設置者、園長先生方はもちろん、福田知事をはじめ自民党県議の皆様のご尽力に重ねて感謝申し上げます。引き続き皆々様の更なるお力添え

をいただきながら、今後も全園一丸となって振興活動を展開して参りましょう！

１　幼稚園運営費補助金 

２　幼稚園教材費等補助金
             

３　地域子育て推進事業費補助金

　　（1）子育てランド事業

　　（2）わんぱく保育推進事業

４　栃木県私立幼稚園振興財団補助金

５　特別支援教育費補助金

６　私立学校教職員共済補助金

７　栃木県私学団体補助金

８　幼稚園耐震化事業費

９　幼稚園緊急環境整備事業費

10　子どものための教育・保育給付費

11　一時預かり事業

12　認定こども園整備事業

13　第３子以降保育料等免除事業費

14　子育てのための施設等利用給付費

15　授業目的公衆送信補償金助成費

　　　　　　　　計

1,283,899

0

130,750

21,590

109,160

262,214

478,632

169,010

6,000

0

103,009

12,118,927

249,254

705,395

515,404

609,678

400

16,685,772

1,416,085

822

137,660

22,580

115,080

246,425

455,896

161,222

6,000

344,846

150,511

11,590,000

260,551

743,694

490,863

681,197

467

16,685,772

学校法人が設置する幼稚園の運営費に対する助成
　園児１人当たり202,800円（R３  198,600円）　
　3～5歳　5,520人　満3歳　761人
　一種免許状加算分 2,174千円　処遇改善加算分 7,938千円

個人及び宗教法人が設置する幼稚園の教材費等経費に対する助成

私立幼稚園及び認定こども園が実施する子育て支援事業に対
する助成
　Ａ　２事業実施かつ市町補助130千円以上
　　１園当たり　130千円
　Ｂ　３事業以上実施かつ市町補助200千円以上
　　１園当たり　200千円

私立幼稚園及び認定こども園が行う預かり保育事業に対する助成
　○通常分　１園当たり　800千円、1,200千円、1,600千円
　○特定分（4時間超）  １園当たり 160千円、280千円、400千円
　○長期休業分　１園当たり　160千円、280千円、400千円
　○休業日分　１園当たり　300千円、480千円、660千円

私立幼稚園及び幼保連携型認定こども園の教職員の退職金
給付事業に要する経費に対する助成
　・補助率　→　教職員標準給与額の29/1000

特別支援を要する園児が就園する私立幼稚園及び認定こども
園に対し、その経費の一部を助成
　学法　　　784千円／人（国庫、県単）
　学法以外　392千円／人（県単）

長期掛金について、標準給与額の8/1000を補助（R2同率）

栃幼連が行う研修事業に要する経費に対する助成
　・補助率　定額（1／2以内）

認定こども園への移行を予定している私立幼稚園の耐震化事
業に対する補助
　・補助率　１／２

○学校法人立幼稚園及び認定こども園が行う遊具等環境整備
に対する助成

　・補助率　認定こども園　１／２、左記以外幼稚園　１／３
○新型コロナウイルス感染症対策に対する助成（幼稚園及び幼

稚園型認定こども園）
　・補助率　１０／１０
○認定こども園等における研修支援
　・補助率　１／２
○認定こども園等への移行支援
　・補助率　１／２
○園務改善のためのICT化支援（幼稚園及び幼稚園型認定こ

ども園）
　・補助率　３／４

施設型給付等に係る市町への負担金及び補助金
　・県負担割合　全国統一費用部分　１／４
　　（１号園児は地方単独費用部分１／２あり）

一時預かり事業を実施する市町に対する助成
　・県補助率　１／３

認定こども園の幼稚園部分の施設整備事業を実施する市町に
対する補助
　・県補助率　１／２

第３子以降の未就学児の保育料等免除事業を実施する市町に
対する助成
　・対象：３号認定こども（保育料）、１号・２号認定こども・
　　　　　未移行園児（副食費）
　・県補助率　１／２

私立幼稚園（私学助成）等の利用料無償化に係る市町への負担金

私立幼稚園におけるICT教育を円滑に行うための｢授業目的公衆送
信補償金制度｣の活用に対する助成
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
感
染

症
対
策
を
施
し
な
が
ら
、
様
々
な
形
態
で

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
御
協
力
を
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。新

規
採
用
幼
稚
園
教
諭
等
研
修
を

振
り
返
っ
て

昨
年
十
二
月
に
、
全
日
程
が
終
了
し
ま

し
た
。
最
終
日
と
な
る
第
九
日
に
は
、
保

育
映
像
の
視
聴
を
通
じ
た
幼
児
理
解
を

も
と
に
、
日
案
の
作

成
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
保
育
の
ね
ら
い

に
沿
っ
た
環
境
の
構

成
や
保
育
者
の
援
助
、

個
へ
の
配
慮
等
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
見

通
し
を
も
っ
て
保
育

に
臨
む
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
班
別
の
演
習
・
協
議
で
は
十
一
名

の
指
導
助
言
者
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
新
採
者
一
人
一
人
に
丁
寧
な
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
で
見
る
新
採

者
の
姿
か
ら
、
年
間

を
通
じ
、
保
育
者
と

し
て
、
あ
る
い
は
社

会
人
と
し
て
大
き
く

成
長
し
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。
感

想
の
一
部
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

動
で
き
る
場
が
ど
れ
だ
け
大
切
か
を
改
め

て
感
じ
た
（
小
）」
な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
も
各
地
区
で
幼
小
の
連
携

を
推
進
す
る
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
次
年
度
よ
り
、
本
研
修
の
後
継
と

な
る
「
幼
小
接
続
推
進
者
研
修
」
を
新
た

に
実
施
い
た
し
ま
す
。
受
講
者
は
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
、
関
係
市
町
か
ら
推
薦
さ
れ

た
幼
小
の
教
職
員
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次
年
度
の
「
幼
児
教
育

セ
ン
タ
ー
研
修
案
内
」（
三
月
配
布
）
に

て
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

―
幼
小
連
携
部
会
―

一
月
二
十
九
日
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
し
た
。
幼
小
の
教
職
員
や
行
政
職

員
、
学
生
な
ど
、
七
十
五
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

幼
小
連
携
部
会
で
は
「
幼
小
接
続
期
の

質
の
高
い
教
育

と
は
～
互
い
の

教
育
を
見
通
し

て
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
小
学
校
、

認
定
こ
ど
も
園
、

保
育
所
の
先
生

方
が
実
践
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
見
直
し
を
行
う
際
に
、
今
回
の
研

修
で
感
じ
た
こ
と
を
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
（
小
）」「
遊
び
を
通
し
て
体
験
し
て
い

る
こ
と
、
学
ん
で
い
る
こ
と
を
具
体
的

に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

（
幼
）」「
幼
児
期
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔

ぜ
ひ
、
研
修
の
成
果
を
今
後
に
生
か
し

て
く
だ
さ
い
。

幼
小
連
携
推
進
者
養
成
研
修

本
研
修
は
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
年
間
を
通
じ

て
中
止
と
し
、
本
年
度
は
五
年
目
の
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
。

各
地
区
か
ら
推

薦
さ
れ
た
四
十
人

の
教
職
員
が
幼
小

で
ペ
ア
と
な
り
、

年
間
を
通
じ
て
研

修
を
進
め
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
小
学

一
年
生
の
生
活
科

の
授
業
、
年
長
児

の
保
育
の
映
像
を
視
聴
し
た
り
、
相
互
に

職
場
を
体
験
し
た
り
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
に
応
じ
た
幼
小
接
続
期
の
指

導
計
画
「
ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

を
作
成
し
ま
し
た
。そ
し
て
最
終
日
に
は
、

作
成
の
過
程
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
合

い
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、「
幼
稚
園
だ
か
ら
経

験
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
明
確
に

な
っ
た
（
幼
）」「
子
ど
も
が
主
体
的
に
活

★
お
知
ら
せ
と
お
願
い
★

　
【
三
月
九
日
発
送
】

○
「
令
和
四
年
度
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
案
内
」
を
送
付
し
ま
す
。

○
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
『「
幼
児
教
育
・
保
育

の
質
」
を
高
め
る
園
の
学
校
評
価
』

を
作
成
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

御
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

○
「
受
講
の
記
録
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

・
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
〔
教
育
〕

　

・
合
同
研
修
〔
幼
小
〕

　

・
教
育
課
程
研
究
集
会
〔
幼
児
教
育
〕

　

・
幼
小
連
携
推
進
者
養
成
研
修

○
次
年
度
の
「
幼
稚
園
等
教
職
五
年
目

研
修
」
と
「
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資

質
向
上
研
修
」
の
照
会
（
文
書
）
を

送
付
し
ま
す
。
お
手
数

で
す
が
、
御
報
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

認定こども園愛泉幼稚園
石島あさみ保育教諭

を
小
学
校
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
市
内
の

幼
小
連
携
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
（
行

政
）」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
実
践
発
表
が
、
様
々
な
場
面

で
幼
小
の
円
滑
な
接
続
が
推
進
す
る
た
め

の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

教師としての自覚をもち、子ど
もたちを育てるだけでなく、自
分も育つ、学び続けるというこ
とを大切に日々精進していきた
い。

一人一人の子どもに寄り添い、
保護者も安心して子どもを預け
られるような保育者を目指して
いきたい。

保育者自身が満足する保育では
なく、子どもの発達を踏まえた
保育であるかを常に考え、自分
の保育を見直していきたい。

下のような封筒で
送付するピヨッ！
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●
運
営
費
補
助
金
（
全
体
分
）

　

補
助
金
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、

二
〇
二
二
年
五
月
上
旬
（
予
定
）
で
す
。

公
認
会
計
士
等
の
監
査
日
程
の
都
合
等
に

よ
り
、
提
出
期
限
ま
で
に
二
〇
二
一
年
度

決
算
が
確
定
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

仮
決
算
の
段
階
で
県
に
実
績
報
告
書
を
提

出
し
、
決
算
確
定
後
、
再
度
提
出
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
教
材
費
等
補
助
金
（
全
体
分
）

　

補
助
金
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、

二
〇
二
二
年
五
月
上
旬
（
予
定
）
で
す
。

●
運
営
費
補
助
金
及
び
教
材
費
等
補
助
金

特
別
補
助
（
わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事

業
・
子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
）

　

事
業
実
施
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、
わ

ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
及
び
子
育
て
ラ
ン

ド
事
業
と
も
に
二
〇
二
二
年
四
月
上
旬

（
予
定
）
で
す
。

●
二
〇
二
一
年
度
決
算
書
及
び
二
〇
二
二

年
度
予
算
書
の
提
出
に
つ
い
て

  

二
〇
二
一
年
度
決
算
書
及
び
二
〇
二
二

年
度
予
算
書
の
提
出
期
限
は
、
二
〇
二
二

年
六
月
三
十
日（
木
）で
す
。決
算
書
等（
標

準
様
式
）
の
電
子
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
ア
ド

編集後記
　

広
報
委
員
長
と
し
て
、
栃
幼
時
報

の
編
集
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
二

年
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
デ
ル
タ
株

や
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
変
異
し
、
私
た

ち
を
翻
弄
し
続
け
て
い
る
。

　

本
来
な
ら
明
る
い
話
題
を
提
供
し
た
い

と
考
え
て
い
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
委
員
会
も
通
常
通
り
運
営
出
来
た
の
は

ま
れ
で
、
リ
モ
ー
ト
を
使
い
な
が
ら
行
っ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
だ
。
そ
の
お

か
げ
で
何
と
か
記
事
を
書
く
こ
と
が
出
来

た
。

　

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
に
目
を
向
け

る
と
、
休
園
・
ク
ラ
ス
閉
鎖
の
と
こ
ろ
も

数
多
く
あ
り
、
保
護
者
へ
の
対
応
に
先
生

方
も
苦
慮
し
て
い
る
。

　

一
方
子
ど
も
た
ち
は
元
気
だ
。
朝
一
番

に
登
園
し
て
く
る
子
供
は
、
池
の
氷
を

割
っ
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
遊
ぶ
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

　

寒
さ
な
ん
て
も
の
と
も
し
な
い
、
始
業

時
間
に
な
る
ま
で
戸
外
で
自
分
の
好
き
な

こ
と
に
没
頭
す
る
姿
は
私
た
ち
に
活
力
を

与
え
て
く
れ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
守
る
と
と
も
に
、
先
生

方
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ

る
設
置
者
や
園
長
先
生
た
ち
は
こ
れ
か
ら

卒
園
式
、
終
業
式
が
待
っ
て
い
る
。
み
ん

な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
も
思
い
出
に
残
る
セ
レ
モ
ニ
ー
に

し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
だ
。

（
認
定
こ
ど
も
園
岩
舟
幼
稚
園　

堀　

昌
道
）

＊
総
会
予
告
＊

栃
幼
連 

定
時
総
会

栃
幼
連 

定
時
総
会

栃
幼
連 

定
時
総
会

令
和
四
年
五
月
二
十
四
日
（
火
）

会
場
：
コ
ン
セ
ー
レ

（
令
和
三
年
度 

決
算
総
会
）

令
和
四
年
度

弔 
事

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
真
岡
市

　
　
認
定
こ
ど
も
園
真
岡
ひ
か
り
幼
稚
園

　
　
　
理
事
長
　
宇
南
山 

照
信
　
先
生

　
　
　
　
　
令
和
四
年
一
月
十
六
日
　
逝
去

令
和
四
年

　
　四
月
〜
六
月
ま
で
の
事
業
予
定

４
月
１
日
 

①
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
等
研
修（
集
合
研
修
）

５
月
９
日
 

実
習
の
在
り
方
特
別
部
会

５
月
10
日
 

※
５
年
目
研
修

５
月
１６
日
 

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

５
月
２３
日
 

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

５
月
２４
日
 
栃
幼
連 

定
時
総
会（
令
和
３
年
度
決
算
総
会
）

５
月
２７
日
 

②
新
採
研 

公
開
保
育（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

６
月
８
日
 

※
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

６
月
１１
日
 

公
開
保
育
研
究
会（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

６
月
１５
日
 

※
教
育
課
程
研
究
集
会

６
月
１６
日

　
〜
１７
日
 

全
私
幼
退
団
協
議
会
総
会（
山
梨
県
）

６
月
１７
日
 

※
指
導
助
言
者
説
明
会

６
月
２０
日
 

０・１・２
歳
児
研
修

６
月
２２
日
 

設
置
者・園
長
研
修
会

６
月
２３
日
 

※
幼
児
期
の
特
別
支
援
教
育
研
修

６
月
２９
日
 
②
新
採
研 

公
開
保
育（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

　
　
　
　
　
　
　
※ 

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

４
月
１
日
 

①
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
等
研
修（
集
合
研
修
）

５
月
９
日
 

実
習
の
在
り
方
特
別
部
会

５
月
10
日
 

※
５
年
目
研
修

５
月
１６
日
 

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

５
月
２３
日
 

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

５
月
２４
日
 
栃
幼
連 

定
時
総
会（
令
和
３
年
度
決
算
総
会
）

５
月
２７
日
 

②
新
採
研 

公
開
保
育（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

６
月
８
日
 

※
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

６
月
１１
日
 

公
開
保
育
研
究
会（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

６
月
１５
日
 

※
教
育
課
程
研
究
集
会

６
月
１６
日

　
〜
１７
日
 

全
私
幼
退
団
協
議
会
総
会（
山
梨
県
）

６
月
１７
日
 

※
指
導
助
言
者
説
明
会

６
月
２０
日
 

０・１・２
歳
児
研
修

６
月
２２
日
 

設
置
者・園
長
研
修
会

６
月
２３
日
 

※
幼
児
期
の
特
別
支
援
教
育
研
修

６
月
２９
日
 
②
新
採
研 

公
開
保
育（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

　
　
　
　
　
　
　
※ 

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

各
種
提
出
書
類
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て

レ
ス
が
あ
る
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
宛

て
に
別
途
メ
ー
ル
で
お
送
り
し
ま
す
。

●
資
産
総
額
の
変
更
登
記
済
届

  

二
〇
二
一
年
度
決
算
に
伴
う
資
産
総
額

の
変
更
登
記
は
、
寄
附
行
為
で
定
め
る
期

限
（
五
月
末
日
又
は
六
月
末
日
）
ま
で
に

行
い
、
期
限
後
一
ヶ
月
以
内
に
登
記
済
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
認
定
こ
ど
も
園
運
営
状
況
報
告
書

　

認
定
こ
ど
も
園
法
第
三
十
条
等
の
規
定

に
基
づ
き
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
出
期
限
は
二
〇
二
二
年
五
月
下
旬

（
予
定
）
で
す
。（
園
児
数
調
査
の
み
五
月

上
旬
（
予
定
）
で
す
。）

※
各
種
提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
送
付
す
る
通
知
文
を
参
照
の
上
、

期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
園
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
に
御
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
ど
も
政
策
課
か
ら
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す
る
国
の
通
知
な
ど
、

随
時
最
新
の
情
報
を
提
供
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
各
園
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
年

度
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
改
め
て
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
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